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令和４年度 

 

 

 

数学科学習指導案 
 

１ 本校の数学科の研究主題 

基礎基本を身に付け、数学的な思考力の育成を図るための指導法の工夫 

 

２ 千葉市教育研究会の統一主題 

自ら学び心豊かに生きる力を身につけた児童生徒の育成 

 

３ 市教研数学部会の研究主題 

数学的な思考力、判断力、表現力等を育む学習指導の在り方 

～「対話的な学び」を重視した数学的活動を通して～ 

 

１ 日  時  令和４年 11月 15日 火曜日 ５校時 14：00～14：50 

  ２ 展開学級  １年 組（在籍 名） 

  ３ 展開教室  １年 組 教室 

  ４ 授 業 者   

  ５ 指 導 者  講 師  

          協力員  

  ６ 協 議 会  場所：図書室  時間：15：10～16：30 
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１ 単元名  変化と対応 

 

２ 単元について 

  身の回りの事象には、「変化」と「対応」としてとらえ直し、関数関係として追究できるものが多

く存在している。事象を関数関係としてとらえ、追究していくためには、それらを数値化して処理

し、その変化を明らかにすることが必要である。そのとき、表、式、グラフは極めて有効である。 

「変化」と「対応」を調べるために有効なものとして、表、式、グラフを利用するように促すと 

ともに、 x（独立変数）y（従属変数）の役割についてもしっかりとおさえることが大切である。 

本単元は、第１学年の C 関数(1)「具体的な事象の中から２つの数量を取り出し、それらの変化

や対応を調べることを通して、比例、反比例の関係についての理解を深めるとともに、関数関係を

見いだし表現し考察する能力を培う」をふまえて設定しており、日常的な事象から、比例、反比例

の関係を見出し、その関係性から数学的なとらえ方で数式化する等の力をつけていくことをねらい

としている。  

小学校では数量関係の指導として、第４学年から第６学年にかけて、ともなって変わる２つの数

量について、それらの関係を表やグラフに表して、その変化の様子を調べることとともに、ともな

って変わる数量の関係を、変化の特徴を調べることを通して比例の関係を理解することについて学

習してきている。これらの学習を受け、中学校１学年では、事象の中からともなって変わる２つの

数量を取り出し、式やグラフに表したり、それらの間の関係を考察してその特徴を明らかにしたり、

関数関係についての学習を深めていく。比例については、その意味や表、グラフを用いて特徴を調

べることは小学校で学習してきているので、文字を用いた式の一般化や、表、式、グラフを用いて

表現することで、変化の様子がとらえやすくなることを学習する。また、独立変数と従属変数が負

の数の範囲まで拡張されることにともなって、表やグラフについても丁寧に確認しながら特徴など

を学習することが大切である。 

 

３ 生徒の実態 
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４ 研究主題との関連 

（１）本校の研究主題との関連 

本校の研究主題は「基礎基本を身に付け、数学的な思考力の育成を図るための指導法の工夫」であ

る。基礎基本の定着のために、本時では表→式→代入と１つの流れで答えを導けるように教科書の問

題を参考に、本校の生徒に合わせた課題に工夫した。また数学的な思考力の育成としてトイレットペ

ーパーの個数と紙パックの個数と数量関係をもとに、トイレットペーパーの個数と牛乳パックの重さ

の数量関係を式に表すという活動を取り入れた。既習事項をもとに新たな問題を解くことで数学的な

思考力を育てていきたい。 

 

（２）市教研統一テーマとの関連 

  市教研の統一テーマである「自ら学び心豊かに生きる力を身につけた生徒の育成」に関連して本時

では日常的に使用しているトイレットペーパーを題材にし、リサイクルの視点から、トイレットペー

パーの個数と給食で飲まれている牛乳のパックの個数にある数量関係について考え、興味がわく問題

を取り上げた。牛乳パックとトイレットペーパーの個数の関係から数量関係を見出し、式にするとい

った過程において、解決方法を見通す時間を十分にとり、生徒一人一人から意見を引き出せるように

心がけたい。また、それぞれの過程や結果を振り返り考察することで自ら学ぶ力を育みたい。 

 

（３）市教研数学部会との関連 

数学部会の主題として「数学的な思考力、判断力、表現力等を育む学習指導の在り方」があげられ

ている。「数学的な思考力」については、本時では表→式→代入といった段階を踏み、解決していく

ことで数学的な思考力の育成を図りたい。発問を多くし、自分の考えを持つことで他者の意見を踏ま

えて判断したり、自分の意見を表現したりすることができるようにしたい。既習事項を復習し、今ま

でに学んだことを生かしながら、表、式、グラフから関係を見出すことで数学的な思考力、判断力、

表現力を身につけさせたい。 

 

５ 単元の目標 

（１）次のような知識及び技能を身に付けること。 

  (ア)関数関係の意味を理解すること。 

  (イ)比例、反比例について理解すること。 

  (ウ)座標の意味を理解すること。 

  (エ)比例、反比例を表、式、グラフなどに表すこと。 

（２）次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

  (ア)比例、反比例として捉えられる二つの数量について、表、式、グラフなどを用いて調べ、それ

らの変化や対応の特徴を見いだすこと。 

  (イ)比例、反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 

（３）比例、反比例について、数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え、数学を生

活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って検討しようとする態度を身に付

ける。 
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６ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①関数関係の意味を理解してい

る。 

②比例、反比例について理解し

ている。 

③座標の意味を理解している。 

④比例 

反比例を表、式、グラフなどを

用いて表現したり、処理した

りすることができる。 

⑤変数と変域の意味を理解して

いる。 

①比例、反比例として捉えられ

る二つの数量について、表、

式、グラフなどを用いて調べ、

それらの変化や対応の特徴を

見いだすことができる。 

②比例、反比例を用いて具体的

な事象を捉え考察し表現する

ことができる。 

 

①比例、反比例について考えよ

うとしている。 

②比例、反比例について学んだ

ことを生活や学習に生かそう

としている。 

③比例、反比例を活用した問題

解決の過程を振り返って検討

しようとしている。 

 

 

７ 指導と評価の計画 

単元指導及び評価計画「変化と対応」 18時間【本時の展開 15時間目】 

時 

小

単

元

名 

〇学習問題(学習課題) ・学習内容 

波線下線…主たる対話的な学び 

評価の観点 

主たる評価 

(評価方法) 知 思 態 

1 

関
数 

〇ブラックボックスを用いて、入力（独立変数）と 

出力（従属変数）の関係からともなって変わる２ 

つの数量について考える。 

・変数と関数の意味を理解する。 

◎   

独立変数を明確に示す

ことで、関数関係につ

いて理解する。 

(ノート) 

2 

〇表やグラフ、式を使って、変数や対応のようすを

調べる。 

・関数の特徴を表やグラフで調べる。 

◎   

表からグラフに表すこ

とで変化の様子に気づ

く。(ノート) 

3 

○変域のとる値の範囲とその表し方を学ぶ。 

・変域の意味を理解し、変数を不等号を用いて表

す。 

◎   

変数と変域の意味を理

解する。 

(ノート) 

4 

比
例
の
式 

○比例の関係について考える。 

○変数 x や比例定数 a が負の数の場合について考

える。 

・水槽に水を入れる実験をする場面で、水を入れた

時間とその量の関係を表にまとめ、その関係を考

える。 

・式から定数の意味を理解し、比例の関係を知る。 

・比例定数の意味と比例の性質について話し合い、

比例の特徴を整理する。 

 ○ ◎ 

表から気づいたことを

話し合わせて比例の特

徴を整理する。 

(行動観察)（ノート） 
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5 
○与えられた条件から、xとyの関係を式に表す。 

・与えられた条件から比例の式を求める。 
◎   

比例の性質を理解す

る。(ノート) 

6 
座
標 

○平面上の点の位置を表す。 

・座標の意味を理解し、点を座標平面状に表す。 

・座標を用いて、平面上の点が一意的に表されるこ

とを理解する。 

◎   

座標の意味を理解す

る。(ノート) 

 

7 

比
例
の
グ
ラ
フ 

○比例の関係をグラフに表す。 

・比例のグラフの意味と書き方を理解する。 ◎   

比例の表、式をグラフ

に表すことができる。 

(ノート) 

8 

・比例のグラフの特徴について話し合い、整理す

る。 ◎   

比例のグラフが直線に

なることを理解する。 

(ノート) 

9 
・比例の表、式、グラフの相互の関連をまとめる。  

 
 ◎  

(ノート) 

(振り返りシート) 

10 反
比
例
の
式 

○反比例の関係について考える。 

○変数xや比例定数aが負の場合について考える。 

・同じ面積の長方形をかき、横の長さと縦の長さの

関係を表にまとめ、関係について話し合い、反比

例の特徴を整理する。 

・反比例の関係を式で表す。 

・比例定数の意味と反比例の性質を理解する。 

 〇 ◎ 

対応の特徴に着目させ

反比例の式を導き出

す。（行動観察） 

変化の特徴と対応の特

徴をそれぞれ理解させ

る。（ノート） 

11 
○与えられた条件から、ｘとｙの関係を式に表す。 

◎   
反比例の性質を理解す

る。(ノート) 

12 

反
比
例
の
グ
ラ
フ 

○反比例の関係をグラフに表す。 

・反比例のグラフの意味とかき方を理解する。 ◎   

反比例の表、式をグラ

フに表すことができ

る。(ノート) 

13 

・反比例のグラフの特徴について話し合い、整理す

る。 

・反比例の表、式、グラフの相互の関連をまとめ、

特徴から関数を判断する方法について整理する。 

◎   

ｙの値が一定の割合で

減少しないことを確認

し、点が線分で結ぶこ

とがことに気づく。 

(ノート) 

14 
・比例の関係と反比例の関係の特徴をくらべ、変化

のようすやグラフの形などでの観点でまとめる。 
 ◎  

(ノート) 

(振り返りシート) 

15 

本

時 

比
例
，
反
比
例
の

利
用 

○比例を利用して、身のまわりの問題を解決する 

・紙パックをトイレットペーパーにリサイクルす

るとき、紙パック何個でトイレットペーパーが何

個できるかを求める方法を考える。 

・比例として考えられる理由を他者と共有する。 

 ◎ 〇 

比例を用いて具体的な

事象を捉え考察し、問

題を解決しようとして

いる。(行動観察) 
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16 

・身のまわりの場面を比例、反比例の関係を利用し

て解決する。 

・具体的な事象から比例、反比例の関係を見出し、

新たな課題において，小グループで協働し解決す

る。 

 ◎ ○ 

日常の事象を数理的に

捉え，比例・反比例と見

なすことを通して、問

題を解決しようとして

いる。(行動観察) 

（振り返りシート） 

17 

章
末
問
題 

○学びをたしかめよう 

○学びを身につけよう ◎  〇 

比例、反比例を活用し

た問題を解決しようと

している。(ノート) 

18 
テ
ス
ト 

○単元全体の習熟度の確認 

・単元全体の学習内容についてのテストに取り組

み、単元で学習したことがどの程度身についてい

るかを自己評価することができるようにする。 

◎ 〇  

単元全体の習熟度を確

認する。(単元テスト) 

 

８ 本時（第 15時）について 

（１）本時の目標 

  ①紙パックの重さとトイレットペーパーの個数の関係を表、式で考察し、問題解決に役立てること 

ができる。【思考力、判断力、表現力等】 

  ②数量の関係から比例の関係を見出そうとしている。【学びに向かう力、人間性等】 

 

（２）本時の展開 

過程 
生徒の学習内容と活動 

波線下線部…「対話的な学び」を重視した数学的活動 

教師の指導・留意点 

◎指導や支援 ◆評価(評価方法) 

導入 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇予想し、思いついたことを発表する。 

〈予想される生徒の反応〉 

・生徒数 

 

 

 

〇発表する。 

〈予想される生徒の反応〉 

・さつきが丘中の 1年間の使った量 

・1個の長さ 

〇紙パックからトイレットペーパーを作れることを

知る。 

 

 

 

 

 

 

 

◎トイレットペーパー、紙パックを

見せる。 

 

 

 

 

 

◎リサイクルの動画を見せる 

◎「480」は、さつきが丘中学校で１

年間に使っているトイレットペーパ

ーの個数であることを伝える。 

「トイレットペーパー」、「紙パック」、「480」を

見て思い浮かぶことは何ですか。 

さつきが丘中学校に関係する 

「480」この数字は何だと思いますか。 
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過程 
生徒の学習内容と活動 

波線下線部…「対話的な学び」を重視した数学的活動 

教師の指導・留意点 

◎指導や支援 ◆評価(評価方法) 

展開

① 

20分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学習問題を掴む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇解決の方法を予想し、見通しを立てる。 

 

 

〈予想される生徒の反応〉 

・比例  ・わからない 

 

 

 

〈予想される生徒の反応〉 

・２つの数量関係 

・100→3200…32倍、200→6400…40倍だから比例で 

ある。（縦の関係） 

（・𝑦 = 40𝑥や𝑥 =
1

40
𝑦といった式を立てて解こうとし

ている場合も含む。） 

・100→200…２倍、100→300…3倍 

3200→6400…２倍、3200→9600…３倍 

だから比例である。（横の関係） 

・ｘの値が 90ずつ増えているのに対してｙの値が 

3600ずつ増えている。（横の関係） 

※トイレットペーパーが０個の時は、紙パックの重 

さはどうなっているか。 

 

 

〇学習課題を把握する 

 

 

 

◎学習問題を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎どのような関係があるか予想させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

◎意見が出ない場合には、近くの生

徒同士で話し合いの時間を設け

る。 

◆比例の関係を用いて問題を解決し

ようとしたか。（ノート、行動観察） 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 

 

 

 

◎トイレットペーパーが０個の時は

紙パックの重さも０㎏であること

を確認する。（質問が出たら） 

 

 

【学習問題】 

さつきが丘中学校では、1 年間

でトイレットペーパーを約 480

個使っている。480 個のトイレ

ットペーパーを作るのに給食

で飲まれている牛乳の紙パッ

クは何個必要か。 

【資料】トイレットペーパーの個数と紙パックの個数の関係 

トイレットペ－

パーの個数𝑥（個） 

100 200 300 5000 

紙パックの個数

𝑦（個） 

3200 6400 9600 160000 

 

 

 

 
資料を見て気づいたことを発表してください。 

どうして比例だと気づきましたか。 

【学習課題】 

２つの数量関係の特徴を見出し、式で表そう。 
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過程 
生徒の学習内容と活動 

波線下線部…「対話的な学び」を重視した数学的活動 

教師の指導・留意点 

◎指導や支援 ◆評価(評価方法) 

展開

② 

20分 

〇情報を共有する。 

 

 

 

〈予想される生徒の反応〉 

・y = 32𝑥（正答）     

・どうすれば作れるのかわからない 

 

〇早く解き終わった生徒は解き終わっていない生徒 

に教えるようにする。 

 

 

 

 

 

 

〇学習問題を解く。 

 

 

〈予想される生徒の反応〉 

・y = 32 × 480 

  y = 15360  (正答) 

・与式より、480 = 32𝑥 

  𝑥 = 15 

・分からない 

 

 

 

 

 

 

 

 

・y =
9

500
𝑥 〈kgで計算したもの〉 

・ y = 180𝑥 〈gで計算した場合〉 

・y = 200𝑥 （gで計算したもの） 

 

 

 

 

◎机間巡視を行い、解き終わった生

徒に解き終わっていない生徒に教

えるよう促す。 

 

◎代表生徒に板書させ、どのように

解いたのか説明させる。 

◆紙パックの重さとトイレットペー 

パーの個数の関係を表、式、グラフ 

などで考察し、問題解決に役立て 

ているか。（ノート）（行動観察） 

【思考、判断、表現】 

 

 

 

 

 

◎代表生徒に板書させ、どのように

説いたかを説明させる。 

◎代入をするときに間違えてしまっ

た生徒には、𝑥や 𝑦が何を表してい

るのか確認をする。 

◎早く解き終わった生徒には追加の

問題を考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

◎表を作成し関係を見つけることで 

解決するよう促す。 

 

情報を共有しましょう。今回の数量関係は、比

例でした。式はどうなりますか。 

 

 

では、480個のトイレットペーパーを作るには、紙パックは何個必要ですか。 

[追加の問題]これをトイレットペーパーの個数

と紙パックの重さの関係にしなさい。１パックの

重さは５gとする。 

トイレットペ－パ

ーの個数𝑥（個） 

100 200 300 

紙パックの重さ 𝑦

（kg、g） 

18000g 

1.8㎏ 
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過程 
生徒の学習内容と活動 

波線下線部…「対話的な学び」を重視した数学的活動 

教師の指導・留意点 

◎指導や支援 ◆評価(評価方法) 

まとめ 

５分 

〇本時の学習をまとめる。 

 

 

 

 

〇本時のわかったこと・感想をノートに書く。 

 

 

 

 

 

 

◎わかったこと・感想など自己評価

をノートに記入し、提出するよう

に指示する。 

 

（３）本時の評価 

・紙パックの重さとトイレットペーパーの個数の関係を比例ととらえ、表、式を使って考え、問題解 

決に役立てることができたか。【思考・判断・表現】 

・２つの数量関係から比例を見出そうとしたか。 【主体的に学習に取り組む態度】 

 

 授業後にノートを回収し、根拠を明らかにして説明できているか評価する。また、授業途中の生徒の

考えの変容も見取る。 

十分満足できる状況（Ａ） おおむね満足できる状況（Ｂ） 努力を要する生徒（Ｃ）への手立て 

・比例であることを判断し、表、 

式を関連付けて式を明らかに 

し説明することができる。 

・比例であることを判断し、式を 

明らかにし解くことができ 

る。 

・表から変化や対応に注目させ、 

比例の特徴があることに気付 

かせる。 

 

（４）板書計画 

 

本時の学習 

２つの数量関係から関係を見出し、式で表そう。 

 

 

 

 

 

トイレットペ－パー

の個数𝑥（個） 

100 200 300 5000 

紙パックの重さ 𝑦

（㎏） 

3200 6400 9600 160000 

 

 

 

紙パックの個数とトイレットペーパーの個数の関係 

𝑦 = 32𝑥 

 

 

 

 

 これをトイレットペーパーの個数と紙パックの

重さの関係にしなさい。１パックの重さは５gと

する。 

【学習問題】さつきが丘中学校では、1 年間

でトイレットペーパーを約 480 個使ってい

る。480 個のトイレットペーパーを作るのに

牛乳の紙パック何個必要か。 

まとめ 

2つの数量関係を見出し、式に表すこ

とで表にない数字も、式を使って予測

することができる。 

＜まとめ＞  

2つの数量関係を見出し、式に表すことで、表にない数字も予測することができる。 


